
古河市農業委員会だより
～農地と食を守る農業委員会～
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4月1日発行

　大堤で昭和５年から続く稲作農家の小倉さん御一家。（左から４代目・滉
こうへい

平さんと息子の湊
みなと

人
君、２代目・幸

こういち

一さん、３代目・真
しんいち

一さん）分担は滉平さんがトラクターとドローン、真一さん
がコンバイン、幸一さんが籾摺り。親子三代、力を合わせて美味しいお米を作っています。

主な記事 農業委員会だより
バックナンバーは
こちら
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2

　
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　

昨
年
の
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
農
業
委
員

お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
41
名
で
市
内

全
域
の
農
地
を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
農
地
法
第
30
条
の
規
定
に
よ
る
農

地
の
利
用
状
況
調
査
で
あ
り
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
、
解
消
対
策
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
農
地

が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
遊
休
農
地
と
判

断
さ
れ
た
農
地
が
現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
か
等
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者
に
は

調
査
票
を
送
り
、
そ
の
農
地
の
利
用
意
向
に
つ
い

て
ご
回
答
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 ▲農業委員・農地利用最適化推進委員がタブレットを

用いて現地調査を行いました。

古河市農業委員会
会長　二宮　誠

　

農
業
委
員
会
会
長
あ
い
さ
つ

　

前
会
長
の
辞
任
に
伴
い
、
令
和
７
年
10
月
３

日
付
で
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
二
宮
誠
で

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
や
地
域
の
皆
様
に
は
、
農
業
振
興
お
よ
び
地

域
農
業
の
発
展
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
前
任

の
黒
子
会
長
か
ら
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
厳
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
気
候
変

動
や
慢
性
的
な
人
手
不
足
、
さ
ら
に
は
後
継
者

不
足
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
農
業
委
員
会
に
は
農
業
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
守
り
手

と
し
て
、
よ
り
一
層
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
農
業
の
現
状
や
課

題
を
広
く
共
有
し
、
農
業
の
魅
力
や
そ
の
重
要

性
を
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
き
許
認
可

業
務
や
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
通
じ

て
、
地
域
農
業
の
発
展
と
農
地
の
保
全
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
農
業
者
の
皆
さ
ま

の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
活

動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
農
地
の
適
正
な
利
用
や
円
滑
な
農
業

経
営
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
委
員
会
活
動
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
本
広
報
誌

を
通
じ
て
、
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
や
農
地

に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、

皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
地
域
農
業
の
維
持

発
展
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
長
就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



農業者年金制度に関するアンケート
回答数　78人
Q1  農業者年金についてご存じでしたか？

　知っていた　44 人     知らなかった　11 人

　
農
業
者
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

昨
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
農
業
者
年

金
加
入
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
「
農
業
者
年
金

制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
制
度
の
周
知
と
関
心
度
の
確
認
を

目
的
と
し
て
お
り
、
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
41
名
が
17
班
に
分
か
れ
、
担
当

地
区
の
農
業
者
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
と
ア
ン

ケ
ー
ト
の
お
願
い
に
訪
問
し
ま
し
た
。
78
名
の
農

業
者
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
詳
し
く
説
明
を
聞

き
た
い
方
に
は
、
制
度
の
説
明
と
加
入
時
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
制
度
の
周
知
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Q2  確定拠出型積立方式に魅力を感じますか？

　魅力を感じる　25 人　  魅力を感じない　29 人

Q3  保険料の全額が社会保険料控除の対象になる

　ことに魅力を感じますか？

　魅力を感じる　42 人　  魅力を感じない　13 人

Q4  農業者年金について、詳しく聞いてみたいと

　　思いますか？

　　はい　　　　15 人      いいえ　　　　39 人

鳥獣被害から農作物を守る！
　近年、アライグマ等の鳥獣による農作物被害が拡大傾向にあります。
　正しい知識を持って、鳥獣被害を防ぎましょう。
アライグマの生態
・気性が荒く、人に危害を及ぼ
すこともある
・雑食性

〈対策例〉
・小屋等の入口はふさぐ（6㎝程度の隙間でも侵入します）
・農地周辺の藪は刈り払い、見通しをよくする
・収穫しない果樹は切る、廃棄作物や生ごみを放置しない
・電気柵が効果的（ネットや金網柵では被害は防げません）

イノシシの生態
・臆病で比較的おとなしい
・雑食性
・行動範囲は周囲 2 ～ 3㎞以上、
成獣の跳躍力は 1 ｍ以上

〈対策例〉
・農地周辺に草むらや藪などの隠れ場所をなくす
・収穫しない果樹は切る、廃棄作物や生ごみを放置しない
・防護柵（電気柵や頑丈なワイヤーメッシュ）を設置し、
侵入を防ぐ

農業者年金は、次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます。
　①　年間 60 日以上農業に従事
　②　国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
　③　65 歳未満（60 歳以上は、国民年金の任意加入被保険者）

農業者年金に加入しませんか？

農業者年金のメリット
　メリット１　少子高齢化時代に強い「積立方式・確定拠出型」の年金です
　メリット２　通常加入の場合、保険料は月額２万円（35 歳未満で政策支援加入の対象と
　　　　　　　ならない方は 1 万円）から６万７千円の間で、千円単位で自由に選択でき、
　　　　　　　加入後でもいつでも見直すことができます
　メリット３　支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります
　メリット４　一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助があります
詳しくは農業委員会へご相談ください。



みんなで育む地域計画　～農業者の想いを未来へつなぐ～
　『地域計画』は、令和７年４月末現在で、将来の地域農業の在り方や農地利用を明確化し
た将来設計図として、約１千６百市町村、１万９千地区において策定されました。
　この計画は一度策定して終わりではなく、地域農業の実態に応じて随時更新し、完成度を
高めていくことが重要とされています。
　１０年後の地域農業を守っていくため、地域の皆さんとの話し合いを進めています。

古河市の現状（参考：2015 農林業センサス、2020 農林業センサス）
　2015 年から 2020 年の５年間で農家戸数は 461 戸減少。年平均 92戸の農家が離農してい
ることになります。また、平均年齢は 64.5 歳となっており高齢化が進んでいます。

　『地域計画』についての相談等がありましたら、お問い合わせください。

古河市農政課　TEL：0280-76-1511（代表）

　
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
ま
す

　

山
中
さ
ん
は
24
歳
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
も
と

も
と
は
市
外
で
営
業
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
地
元

で
の
起
業
を
考
え
て
い
た
山
中
さ
ん
。
実
家
の
ご
近

所
に
は
多
く
の
農
家
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
た

め
、
自
然
と
農
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
を
自
身
の
起
業
の
道
と
と
ら
え
た
そ
う
で
す
。
約

３
年
間
研
修
を
受
け
、
令
和
７
年
２
月
に
独
立
し
ま

し
た
。

　
「
畑
の
管
理
を
怠
る
と
、
野
菜
は
た
ち
ま
ち
病
気

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
畑
ご
と
の
土
壌
の
性
質
が

異
な
る
た
め
、
同
じ
方
法
を
用
い
て
も
実
り
方
が
揃

わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
事
前
に
調
べ
た
デ
ー
タ
通

山
やまなかゆうだい
中悠大さん（上和田）

若くして農業の道に挑戦。道の駅にも顔写真が載って

います。ぜひ売場で確認してみてください。

り
に
は
進
ま
な
い
、
農
業
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
所
の
農
家
さ
ん
や
市
場
の
方
々
が

私
に
よ
く
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
心
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生

産
し
て
お
り
、
今
後
は
ピ
ー
マ
ン
と
カ
ボ
チ
ャ
に
も

挑
戦
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
５

種
類
の
作
物
を
一
人
前
に
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
現
在
の
目
標
だ
そ
う
で
す
。

　
【
こ
れ
か
ら
就
農
す
る
方
へ
ひ
と
こ
と
】

　

あ
ま
り
深
く
考
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
始
め
て
み

る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
調
べ
て
か

ら
、
と
考
え
て
い
る
と
、
か
え
っ
て
不
安
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
た

ら
、
思
い
切
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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新規就農者の支援制度を紹介します

経営開始資金
　次世代を担う農業者になることを目指
し、新規就農される方に就農直後の経営
確立を支援する資金を交付します。
交付対象者：独立・自営就農時に 49 歳
以下の方
交付額：12.5 万円／月（150 万円／年）
を最長 3 年間

　問い合わせ先　古河市農政課　
　TEL：0280-76-1511（代表）



農地における盛土規制法の取り扱いについて

規制対象となる行為

　※ 1　崖とは、地表面が水平面に対し 30 度を超える角度をなす土地で、硬岩盤（風化の著しいものを除く）以外のものをいいます。

　※ 2　形質変更や土石の堆積をする前後の地盤面の標高の差が 30㎝以下の場合は規制対象外となります。

　盛土等を伴う農地改良行為の場合、「通常の営農行為」に該当しない場合は規制対象とな
ります。通常の営農行為に該当するかは、下図を参照してください。

　令和７年４月１日に宅地造成及び特定盛土等規制法（通称「盛土規制法」）の運
用が開始されました。古河市は全域が規制区域に指定されており、農地において
も盛土規制法の規制対象となる場合があります。

5



発行：古河市農業委員会　住所：茨城県古河市仁連2065番地　古河市役所三和庁舎２階
編集：古河市農業委員会広報委員会　電話：0280-76-1511　FAX：0280-76-1594　

　

春
の
陽
気
に
包
ま
れ
、

畑
で
は
芽
吹
き
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
作
物

の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地

の
様
々
な
利
用
状
況
や
変

更
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

す
る
業
務
を
担
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
実
施
し
た
利
用

状
況
調
査
で
は
、
作
付
の

放
棄
に
よ
る
遊
休
農
地
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
、

皆
様
が
魅
力
的
で
持
続
可

能
な
農
業
を
営
め
る
よ

う
、
農
地
の
適
切
な
管
理

と
効
率
的
な
活
用
に
役
立

つ
情
報
を
積
極
的
に
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

長
島　

義
雄

編
集
後
記

令和8年度農業委員会総会日程等のお知らせ(4月～9月)

開催予定日 時 間 申請受付日(毎月17日～20日)
令和8年4月10日(金) 午後2時～  4月17日(金)・20日(月)
令和8年5月11日(月) 午後2時～  5月18日(月)・19日(火)・20日(水)
令和8年6月10日(水) 午後2時～  6月17日(水)・18日(木)・19日(金)
令和8年7月10日(金) 午後2時～  7月17日(金)
令和8年8月10日(月) 午後2時～  8月17日(月)・18日(火)・19日(水)・20日(木)
令和8年9月10日(木) 午後2時～  9月17日(木)・18日(金)

広
報
委
員

委
員
長　

長
島　

義
雄

副
委
員
長　

関
口　

浩

委　

員　

北
島　

嘉
市

委　

員　

針
谷　

真
治

委　

員　

舩
橋　

弘
光

委　

員　

直
井　

忠
雄

顧　

問　

二
宮　

誠
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農地ナビを活用しましょう
　「農地ナビ」は田畑の地番や面積、貸
し借りの有無等の情報が閲覧できるサイ
トです。パソコンやスマートフォンで全
国の農地情報が検索できます。

相続登記が義務化されました

履行期限
　相続の開始があったことを知り、かつ、
その所有権を取得したことを知った日か
ら３年以内（義務化の施行日前に発生し
た相続は施行後３年以内）

　問い合わせ先
　水戸地方法務局下妻支局
　TEL：0296-43-3935

　詳しくは「農地ナビ」
と検索するか、二次元
コードよりアクセスし
てください。
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全国農業新聞のご案内
　全国農業新聞は、農業政策の動向や現
場で役立つ栽培技術、流通の情報、魅力
的な農家の取り組みなどを幅広く伝える
週間の農業総合専門紙です。

申込は農業委員会へ

発行日　毎週金曜日
購読料　紙版　900円
　　　電子版　700円


